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１．児童・生徒によるボランティアガイドの目的と意義 

1-1 具体的な事業の目的と目指す方向性 

観光立国の実現に向けて、観光の振興に寄与する人材の育成に関しては、将来にわたっ

てわが国の観光の発展が持続可能なものとなるよう、その教育を充実させる必要がある。 

観光立国推進基本計画では、政府が総合的かつ計画的に講ずべき施策の一つとして「観

光地域づくり人材の発掘と活用」が掲げられている。また、各地域においても観光まちづ

くりの担い手となる人材の重要性が認識されつつあり、観光産業従事者、地方行政スタッ

フ、地域住民等々、多くの関係者が果たす役割を踏まえ、その人材育成の取り組みも進め

られている状況といえる。 

この中でも特に「児童・生徒」については、自らの地域に対して愛着を持ち他地域から

の旅行者を受け入れる側として、また、旅行者となって他地域を訪れる側として、観光立

国を将来にわたって支える主体となることが期待されている。 

各地域においても、成人によるボランティアガイドの延長線上で、あるいは学校におけ

る地域学習の延長線上で、それぞれ児童・生徒による地域のガイディングに取り組もうと

する動きが見られるが、そのためのノウハウはまだ十分に蓄積・共有されていない。 

このような現状を踏まえ、平成 21 年度の児童・生徒によるボランティアガイド事業で

は、国内の各地域において、取り組まれているボランティアガイドの実際の活動から、そ

の考え方や手法、留意点などについてまとめるとともに、より多くの地域において児童・

生徒によるボランティアガイドの取り組みが進められることを狙いとして、この「手引き

書」を作成した。 

 

1-2 事業の意義と期待される効果 

全国各地域において、児童・生徒がボランティアガイドを行うことは、「旅をする心を

育む」、「地域への理解を深め、郷土への愛情を育てる」、「早い年齢から社会性を身につけ

る」などの教育的な効果を通じて、将来の観光地域づくりを担う人材の育成に貢献するも

のと期待される。 

また、他地域から来訪する観光客へのおもてなしに携わることで、お客様に喜んでいた

だく満足感やガイドを行う楽しさを体感し、地域における観光や交流への興味を高めるこ

とが期待できる。 

あわせて、日ごろ接する機会の少ない年齢層の人たちとの交流を通じて、異なる世代・

年齢層の人への礼儀や配慮などを身につけることも可能になる。 

一方、地域を来訪し、ボランティアガイドを利用する観光客にとっては、地域で暮らす

子供たちとの交流が、旅の思い出として強く印象付けられるという効果が期待できる。 
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1-3 この手引き書の見かた・使いかた 

この手引き書は、大きく分けて「実施環境づくり」、「参加者募集と指導手法」、「安全管

理と注意事項」の３項目から構成されている。また、それぞれの項目の中に、より具体的

な取り組み手法や各モデル地域が実施した取り組み事例を紹介しており、手引き書の利用

者の状況に応じ、必要箇所を早く見つけ出すことを目的とした構成とした。 

 

1-4 児童・生徒によるボランティアガイドモデル地域一覧 

平成 21 年度、児童・生徒によるボランティアガイド事業において、モデル地域として

ボランティアガイド事業に取り組んだ地域と実施主体、取り組み内容、この手引き書での

表記についてまとめた一覧表は次のとおりである。（斜体太字は、事業実施時の代表団体） 

 

 

 

 

 

 

実施地域・実施主体 取り組み内容
ガイド
人数

ガイド
実施日数

ガイド
利用者数

1
北海道　松前町

松前町ツーリズム推進協議会

●高校と観光推進団体(協議会)との連携事業／高校生
●フォトワーク(風景を撮影した写真）を使ったガイド学習
●資料：ガイドブックの作成（ガイド用）、フリップを提示（お客様用）
●大人１名、学生２名のパートナーでガイド
●ボランティア保険加入

10人 3日
120人
(H21年
実績）

2
北海道　弟子屈町

てしかがえこまち推進協議会

●観光推進団体(協議会)の事業／小・中学生
●プロのガイドを講師にしたガイド学習
●資料：ガイド内容にあわせた写真・イラスト資料（ガイド用）、既存資料配
布（お客様用）
●事前下見、現地情報の把握、参加児童・生徒の行動から直接指導
●ヒグマ、ハチ、ウルシなどのリスク回避のための現地情報把握、季節・
天候による服装を指導

4人 3日
合計：
23人

3
北海道　室蘭市

海星学院高等学校

●私立高校の行事としての外国人観光客案内／高校生
●英語教育（修学旅行のホームステイ）と航空会社の元客室乗務員にる
おもてなし講習
●資料：英語による資料作成（ガイド用）、既存資料配布（お客様用）
●場所ごとにガイドのグループを配置
●ガイドの生徒の配置にあわせた教員の巡回と配置

168人 1日
3800人
程度

4

青森県　八戸市

社団法人
八戸観光コンベンション協会

●観光推進団体と中学校、観光交流施設の事業／中学生
●現役のガイドやガイドを目指している人（何れも大人）、地元の郷土史
家、役所職員、講師派遣などによる講習
●資料：講習や体験（蕎麦打ち、煎餅焼き）の学習ノート（ガイド用）
●移動時の安全確保を保護者、観光交流施設スタッフが担う
●体験内容は指導できる地元の人たちがフォロー

10人 4日
合計：
約40人

5

東京都　中央区

特定非営利法人　東京中央ネット
日本橋美人推進協議会
江戸日本橋観光めぐり事務局

●都心部のNPOと地元企業による観光推進団体（協議会）、私立高校に
よる事業／中・高校生
●地域の商店や資料館などが連携
●都市やワークショップの専門家による講習
●資料：説明資料（ガイド用）、お奨めポイントを記載したマップと概要書
（お客様用）
●傷害保険の加入、教員・事務局スタッフの配置、事前の現地視察（ルー
トなど）

5人 2日
合計：
19人

6
新潟県　佐渡市

佐渡市立小木中学校

●伝建地区の中学校の希望者による事業／中学生
●夏休みを利用した「総合的な学習」の成果をガイド
●伝建地区の市民団体、地域団体によるガイドの指導
●資料：過去の積み重ねのデータを更新したものを原稿として使用（ガイド
用）、過去の総合的な学習で作成したパンフを限定配布（お客様用）
●伝建地区の市民団体、地域団体３団体よりサポーターを配置し、３～４
人の大人が安全確保

46人 11日
合計：
1431人

7

新潟県　新潟市

音読集団「ＥＣＨＩＧＯ」
（有限会社ビープロデュース)

●放送関連の民間企業と中学校、行政機関などの連携による事業／中
学校
●汽船内でのガイド実施、地元のガイド団体による指導、アナウンサーに
よる当日指導
●資料：船内上映用パワーポイント、ガイド団体作成の資料（ガイド用）
●船内での動線の確保、交通事故対策のためのジャンボタクシーの利用

44人 1日
100～
150人

8
長野県　原村

原村・はらこども教室「わＷＡ○」

●村が主宰する生涯学習団体と公募した小学生による事業／小学生
●村のイベントと移住・交流推進のモニターツアー時にガイドを実施
●住んで良し、訪れてよい観光地として、子どもたちが暮らしに密着した案
内を実施
●資料：児童が作ったシートのポストカードを村の観光マップに綴じ込み
冊子化
●ボランティア保険加入、ガイド時はスタッフが危険防止に留意

6人 1日 15人
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実施地域・実施主体 取り組み内容
ガイド
人数

ガイド
実施日数

ガイド
利用者数

9

岐阜県　多治見市

多治見観光ボランティアガイド
多治見ボーイスカウト協議会

●地元観光ガイドとボースカウトが中心となり、観光推進団体(観光協会）
と自治体が連携した事業／小・中・高校生
●ボースカウトの活動の中で地元観光ガイド団体が指導、ラジオアナウン
サーによる話し方指導
●資料：既存資料に聞き込みで得た情報を追加した資料作成（ガイド
用）、既存資料配布（お客様用）
●事前調査による場所の確保、緊急時連絡先、避難場所の確認
●お客様の人数確認、別j行動をとりたいお客様の集合場所の徹底
●大人が必ず付くがフォローは最低限

62人 2日
合計：
12人

10
愛知県　南知多町

篠島観光協会

●観光推進団体(観光協会）とボランティアガイド団体が連携した事業／
小・中学生
●観光ボランティアガイドによる指導
●資料：ガイド用資料を作成
●ボランティア保険加入、ガイド時は必ず大人同伴、暑さ対策と水分補給
に留意

12～
13人

1日 45人

11
石川県　金沢市

夕日寺自然体験実行委員会

●県による事業運営チームが自然体験活動（里山）にテーマを絞って実
施／小学生
●講師による集中講義と図書館、インターネットの活用による児童の自主
学習、実地の自然体験活動による講習
●インタープリターとしてのガイドの役割を学習
●屋外活動のため自分の身の安全確保、荒天時のプログラムなどを指導
●資料：既存資料を利用し小学６年生向けのものを作成（ガイド用）、配布
はしないが自然物（木、枝など）を提示（お客様用）
●現地の下見を２回以上実施、緊急時の対応マニュアル作成、保護者・
関係機関向けの緊急連絡網作成
●失敗を恐れず、児童の「気づくこと」を重視
●里山での活動のため、入念な危険箇所の把握と対応策（危険箇所での
活動をしない）

23人 7日
合計：
70人

12
滋賀県　湖北町（現長浜市）

湖北町教育委員会

●教育委員会と３つの小学校に１つの中学校よる事業／小、中学生
●総合的な学習や地域貢献活動としてのガイド内容の学習とガイドの実
施
●資料：パネルやガイドブックなど各校による資料（ガイド用）、野鳥の資
料を作成配布（お客様用／１校が実施）
●校外ガイド時の行動範囲、安全な行動様式の指導、緊急連絡カードに
よるトラブル対応の体制づくり
●ガイド時は指導者による補足、施設スタッフによる支援体制づくり

74人 8日
全校
合計：
505人

13
三重県　鳥羽市

有限会社オズ　海島遊民くらぶ企画部

●民間企業（エコツアー企画運営）と小学校の総合学習として実施した事
業／小学生
●学校の授業の一環としてガイドの講習、フィールド演習を実施
●資料：ポイントごとのシナリオ作成、３択のクイズなども取り入れた資料
（ガイドの提示用）、クイズ正解者用景品・特産品の配布（お客様用）
●ガイド時は、先生とスタッフが付いて安全管理、フィールド調査時に児童
とともに危険箇所チェック、児童による時間管理を基本に大人がフォロー、
離島という立地条件下での児童への危機管理意識の指導

36人 3日
合計：
50人

14

兵庫県　加西市

加西市観光まちづくり協会
加西市歴史街道ボランティアガイド
北条まちづくり協議会

●ボランティアガイド、観光案内所と学校が連携した事業／小学生
●大人のボランティアガイドによるガイド指導、地域のまちづくり協議会に
よる校外学習の実施
●資料：ガイド案内書を利用し、学習時のポイントなどを加筆（ガイド用）、
既存資料配布（お客様用）
●ガイド時に必ず大人が１人付き添う体制
●トラブル対応には大人が待機、ガイド前にお客様に児童のガイドの説明
を実施
●大人のボランティアガイドによるフォロー
●ガイドを行う場所は小学校に隣接した寺院、住職なども安全管理を担う

18人
30～
40日

全実施日
合計：
200人

15

大分県　由布市

公益財団法人
人材育成ゆふいん財団
一般社団法人
由布院温泉観光協会

●地域の公益法人（財団）と観光推進団体（観光協会）による事業／小・
中・高校生
●地元関係者（教育委員会、観光推進団体など）とガイドの専門家による
指導、ワークショップやゲーム、プレゼンクイズなどを取り入れた指導
●資料：クイズカードの作成（ガイドがお客様に提示）
●傷害保険加入、マナー、話し方、安全確保などを重点的にフォロー、危
険箇所での安全確保に留意

4人 1日 3人

16

鹿児島県　鹿児島市

鹿児島県　石橋記念公園
NPOかごしま探検の会

●県立公園とNPO団体による事業／小・中学生
●ガイド実施のために定期的にガイドの勉強会を開催、活動は学習から
ガイドまで全て自由参加とし、気安さに配慮
●基礎的な勉強の他、地域で実施している歴史探索や体験活動などで楽
しみながら歴史学習を実施
●テストや意見交換など多様な取り組みによるガイド育成
●資料：各児童・生徒が調べまとめた資料や写真、地図などを入れたファ
イルを作成（ガイド用）、既存資料配布（お客様用）
●年長者（中学生）による「リーダー会」を結成し、リーダーと職員が連携し
た安全確保、園外では保護者がサポート
●児童が自分の力で解決、考えるため、大人は安全確保や写真撮影、ア
ドバイザーなどとして付かず離れずのスタンス
●ガイド時にはリーダーや職員が必ず同行、写真撮影なども行う

19人 10日
合計：
156人
(74組)
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２．児童・生徒によるボランティアガイドを実施するための環境づくり -実施 環 境 づくり- 

一般的に、ボランティアガイドによる地域や施設の案内を行う場合は、そのための環境づ

くりが必要になる。その際の要点や必要と思われる取り組みについて説明する。 

2-1 ボランティアガイドの活動環境づくり 

①地域全体としての理解を得る 

児童・生徒がボランティアガイドを行う場合、活動を行う地域全体が活動に対する理解

を持ち、単なる学校や関連団体の活動とするのではなく、地域ぐるみでボランティアガイ

ドの活動を盛りたてていくことが求められる。 

②事務局と窓口の設置 

児童・生徒のボランティアガイド活動についても、一般の大人のボランティアガイドと

同様に事務局を設置することが必要になる。事務局の役割は、地域や関連団体、保護者や

外部の専門家などとの連絡・調整からガイドを行う内容についての方向付け、実際の活動

のための諸手続から安全管理など作業が多岐にわたることが考えられる。このため、余裕

を持った事務局の人員配置やヘルプスタッフ（地域の大人や保護者）の確保も必要になる。 

活動を実施する場合、申し込み先や問い合わせ先などの連絡先（窓口）を設置し、その

連絡方法を明確にする。連絡方法としては、電話が一般的だが、窓口を担う組織の種類に

よってＦＡＸやメールのみとする場合や、申し込みの受け付けをＦＡＸやメールで行い、

改めて電話で連絡するなどが考えられる。いずれの場合も、『申し込み先（連絡先）』と『申

し込み方法』をボランティアガイドの案内やＰＲの資料に分かりやすい大きさの文字で記

すことを心がける。 

あわせて、窓口が対応している曜日や時間があれば、それも明確にする。可能であれば、

観光客の利用が多いと思われる土日や祝日は対応できることが望ましい。 

 

2-2 組織の種類と実施体制の留意点 

①運営主体別の組織の種類と特徴 

児童・生徒によるボランティアガイドの活動では、1)学校が単独で実施する場合、2)学

校と地域の外部団体が組織を構成し実施する場合、3)学校を介さず地域の観光施設や観光

推進団体（観光協会やボランティアガイド団体など）が実施・運営する場合などが考えら

れる。一般的に 1)の場合は、活動内容も教育的な要素が強くなり、2)、3)の場合は、観光・

交流的な要素が強まるものと考えられる。2)、3)の場合は、ある程度独立した組織として

設置し、組織の育成もあわせて行うことが考えられる。 

1)学校行事や教育活動として学校が単独で実施する場合 

学校行事や教育活動の一環としての実施の場合は、新たな組織づくりは不要だが、全校

や全学年が参加する授業から有志が参加する校内のクラブ活動まで幅広い組織体制が考

えられる。 
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2)学校と外部団体が連携した組織 

学校との連携体制を持った組織作りの場合、相互の連絡や調整をきめ細かに行うことが

必要になる。特に連絡体制については、学校側、組織側ともに担当者を置き、連絡や情報

の行き違いや錯綜を避ける体制づくりに留意する。 
 

事例紹介  －運営主体別の組織の種類と特徴②／学校と外部団体の連携による取り組み－ 

●  北海道 室蘭 市の 海星 学 院高等 学校 では 、学 校 教育の 一環 とし て、 大 型客船 ダイ アモ ンド ・

プリン セス 号の 入港 時 に英語 で街 を案 内す る ボラン ティ アガ イド を 毎年実 施し てい る。 ガ

イドの実施は 、地元の まちづくり NPO の協 力のもと、全 校生徒約 160 人でシャトル バス

内と市 内の 各観 光ス ポ ットで 英語 教育 の成 果 を活か すこ とを 目的 に 、生徒 が学 んだ 室蘭 市

の観光，産業 ，歴史等 について国際 交流を通 して世界へと 発信して いる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例紹介  －運営主体別の組織の種類と特徴①／学校が単独で実施する取り組み－  

●  新潟県 佐渡 市の 佐渡 市 立小木 中学 校で は、 総 合的な 学習 の成 果を 活 かし、 伝統 的建 造物 群

保存地 区で ある 「宿 根 木集落 」の 良さ を観 光 客に知 って もら うた め 、平成 １６ 年か ら夏 休

みの土 日を 利用 し、 ボ ランテ ィア ガイ ドを 実 施して いる 。ガ イド は 、学校 の部 活動 とし て

希望者 のみ で実 施し て おり、 全校 生徒 の約 ３ 分の１ が部 員と して 参 加して いる 。学 校単 独

の取り 組み では ある が 、生徒 のガ イド 指導 や ガイド 時の サポ ート な どは、 伝統 的建 造物 群

保存地区の市 民団体、 地域団体３団 体より関 係者が参加し 取り組み を支えている 。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［集 落 内 に設 置 した受 付 スペース］ ［ガイド対 象 となる街 並 みを前 にした案 内 ］ 

[手 描 きの英 語 資 料 による説 明 ] [シャトルバス内 での案 内 ] 
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3)地域の観光施設や関連団体による組織 

地域の観光施設やガイド団体をはじめとする様々な組織が行うボランティアガイドで

は、参加する児童・生徒が活動に興味を持って楽しみながら活動できる組織作りが求めら

れる。ガイドの活動がお客様に喜ばれる楽しいものであることを広くＰＲするとともに、

学校や児童会などへの働きかけとあわせて、児童・生徒の保護者に対しても、日ごろから

ボランティアガイド活動をＰＲするなど、参加者の確保を考慮した組織や体制整備が必要

になる。 

 

事例紹介  －運営主体別の組織の種類と特徴③／観光施設や関連団体による取り組み－ 

●  青森県 の八 戸観 光コ ン ベンシ ョン 協会 の取 り 組みで は、 地域 の八 戸 市立中 沢中 学校 へ生 徒

の募集 を依 頼し 、廃 校 になっ た小 学校 の校 舎 を観光 ・交 流に 活用 し ている 山の 楽校 運営 協

議会と とも に、 ボラ ン ティア ガイ ドを 実施 す る環境 を整 え、 実施 し ている 。こ の取 り組 み

の中で は、 説明 の方 法 や話し 方な どガ イド の 技術的 な指 導に つい て は、講 師派 遣を 行っ て

いる専 門組 織が 担当 す るなど 、観 光推 進団 体 の他に 地域 の学 校や 観 光施設 、専 門技 術の 指

導団体 など 、多 数の 関 係機関 が関 わっ てボ ラ ンティ アガ イド が行 わ れた。 八戸 のよ うに 多

くの主 体が 、そ れぞ れ の専門 分野 で役 割分 担 を行い なが らボ ラン テ ィアガ イド を支 える 環

境づく りは 、そ れぞ れ の主体 の作 業負 担が 軽 減でき るた め有 効な 手 法であ る。 複数 の主 体

が関わ る場 合は 、事 務 局の連 絡調 整や 運営 の 力量が 求め られ る点 に 留意す るこ とも 必要 で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例紹介  －運営主体別の組織の種類と特徴④／観光施設や関連団体による取り組み－ 

●  兵庫県 の加 西市 には 数 々の古 墳群 や日 本最 古 の石仏 など 多数 の名 所 ・旧跡 があ る。 加西 市

観光ボ ラン ティ ア協 会 は、地 元の 小学 校に 事 業を依 頼し 、ボ ラン テ ィアガ イド 事業 を実 施

した。児童への ガイド 方法などの指 導は、加 西市歴史街道 ボランテ ィアガイドが 行ったが 、

石 仏 に つ い て ガ イ ド を 行 う 寺 院 の 住 職 や 住 民 組 織 で あ る ま ち づ く り 協 議 会 な ど 、 地 域 の

様々な 組織 が児 童に よ るボラ ンテ ィア ガイ ド の取り 組み に関 わり 、 地域ぐ るみ でボ ラン テ

ィアガ イド 事業 が実 施 された こと がわ かる 。 地域が １つ にな り、 地 域資源 を活 用し なが ら

児童がボラン ティアガ イドを実施す るという 典型的な例で ある。 

［廃 校 を活 用 した手 焼 きせんべい作 り体 験 ］ ［廃 校 を活 用 したそば打 ち体 験 の様 子 ］ 
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②保護者に対する説明 

ボランティアガイドの活動を行う際には、児童・生徒の保護者に対する説明が必要にな

る場合がある。特に、休日や夏休みなどに実施する場合は、保護者に対する説明や周知方

法として、保護者会の開催、説明書類の配布、承諾書の提出などが考えられる。 

保護者への説明においては、学校行事としての主旨説明、外部組織との協力体制、具体

的な活動内容などを分かりやすく説明し、事前に保護者の了解を得ることが必要である。 

 

③関連する主体別の役割分担 

学校と地域の外部団体などが連携しボランティアガイドを実施する場合は、各主体が役

割分担を明確にし、活動を円滑に進める必要がある。考えられる役割分担としては、参加

する児童・生徒の確保や協力者への依頼と連絡、会議などの会場の確保、保護者への説明、

ガイドを行うための知識の教育などを学校側が担い、ガイドとしてのマナーや説明・接客

の技術、地域の身近な生活文化や歴史の伝承などを外部団体が指導するといったものが挙

げられる。 

また、地域の外部団体と児童・生徒が接することによるメリットとしては、普段、児童・

生徒が接する機会が少ない年齢層の人たちとの交流の機会が生まれるとともに、地域でガ

イドやボランティアを行っている高齢者の楽しみや生きがいづくりにもつながることな

どが期待できる。 

 

 

 

 ［境 内 の樹 木 の説 明 なども行 っている］ ［寺 院 の境 内 で観 光 客 へのガイドの様 子 ］ 
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事例紹介  －保護者に対する説明／書類による承諾の確認－ 

●  新潟県 新潟 市の 音読 集 団「Ｅ ＣＨ ＩＧ Ｏ」 は 、ボラ ンテ ィア ガイ ド の実施 にあ たり 、保 護

者からの理解 を求める ために承諾書 をもらっ ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例紹介  －関連する主体別の役割分担／具体的な役割分担の明確化について－ 

●  新潟県 の佐 渡市 立小 木 中学校 では 、地 域の 関 係団体 など との 連携 に おいて 、分 担す る役 割

を具体的にわ かるよう にしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［保 護 者 向 け承 諾 書 ］ ［保 護 者 向 け承 諾 願 い］ 

[依 頼 内 容 を簡 潔 にまとめた関 係 者 用 資 料 ] [実 施 スケジュールなども明 確 に記 されている] 
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３．児童・生徒によるボランティアガイドの具体的な実施方策 -参 加 者 募 集と指 導 手法 - 

3-1 ガイドの募集から指導までの流れ 

ボランティアガイドを実施する際、児童・生徒が興味を持ち、参加する意欲を高めるよう

な募集を行うことが重要になる。ここでは、ボランティアガイドとしての児童・生徒の募集

から実際の指導を行うまでに必要な取り組みや事前に準備することで円滑な運営が可能に

なる要点について説明する。 

 

①ボランティアガイドの募集方法 

ボランティアガイドの募集では、児童・生徒が活動に興味を持ち、自発的にボランティ

アガイドに応募する仕組みづくりが必要になる。募集時にこれまでの活動を具体的に説明

する資料を配布する、保護者にも興味を持ってもらう、活動の中で次の世代となる児童・

生徒を巻き込むなど、多くの児童・生徒が楽しみながら参加しやすい方法が望まれる。 

1)募集対象 

ボランティアガイドの活動に支障が無い場合、学年や学校の枠を超えて児童・生徒を幅

広く募集することが望まれる。そのメリットとして、年齢層や学校の異なる児童・生徒間

の交流の機会創出が期待できる。特に、地域の自然環境や街並み、町の歴史など、テーマ

を持ったボランティアガイドの活動を実施する際は、年齢層が異なる児童・生徒が混在す

ることで年齢による役割分担や説明内容の変化など、副次的な効果も生じるため、学校行

事など以外では、募集対象の制限を狭めないことが望ましい。 

2)募集人員 

学年や年齢、性別、居住地など募集対象のばらつきを低減したい場合は、それぞれの募

集人員をあらかじめ決めて、募集を行うことが有効である。また、指導や運営を行うスタ

ッフの人数を踏まえ、組織としての人数の上限を把握しておくことも求められる。応募者

が集まらない場合は２次募集なども必要になるため、余裕をもった募集期間も必要になる。 

3)募集の媒体 

一般的には、行政の広報誌やチラシ、ポスターなどが考えられるが、行政が実施主体に

加わっていない場合は、タウン誌や新聞などでの募集も検討する必要がある。学校や地域

との連携体制がある場合は、学校を通じての募集、観光協会や地元のスーパー、商店街な

どへのチラシ、ポスターの配布も考えられる。 

4)募集の条件 

学校教育の一環でない場合は、「こども＊＊＊隊」というような組織の目的が分かりや

すい名称とともに募集を行うことも検討する必要がある。特に、厳しい条件（活動参加の

強制や最低参加回数の設定など）や難しそうな印象を与える文言の使用などは避け、楽し

みながら何かを知る、活動するということを強く打ち出し募集することが望ましい。 
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事例紹介  －ボランティアガイドの募集方法②／ガイド募集時の工夫－ 

●  大分県 の人 材育 成ゆ ふ いん財 団で は、 ボラ ン ティア ガイ ドの 募集 時 から、 参加 する 子ど も

たちが お客 様に 紹介 し たいも のや 場所 を「 ガ イドの たね 」と して 探 し、持 ち寄 って 講座 に

臨む仕 組み をと って い る。こ のよ うな 方法 は 、参加 する 子ど もた ち 一人ひ とり が独 創的 な

「ガイ ドの たね 」を 見 つけ出 すこ とが でき る ととも に、 講座 自体 の 充実度 を高 める こと に

有効であると 考えられ る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ボランティアガイドの組織づくりと留意点 

児童・生徒によるボランティアガイドの活動で組織作りを行う場合、一般的に関係者や

関係する組織が主体となって推進すべきものについては、以下のようなものが考えられる。 

1)組織の名称を決める 

活動を始めるにあたり、組織や団体の名前を決めることが必要になる。組織名は、地域

名を冠したり、活動内容を取り入れたり、誰でも分かりやすいものとすることが望ましい。 

事例紹介 

鹿児島県の石橋記念公園が取り組んでいる「子どもガイド」育成事業では、ガイドを募集する段階にも工

夫を凝らしている。ボランティアガイドの活動に興味はあるものの、具体的な活動内容が分からない、ある

いは実際の活動を体験してから参加するかどうか決めたいという児童や保護者の声があることを踏まえ、

「ガイド体験」の場面を用意した。すでに活動に参加している子供たちの輪に加わることで不安を取り除く

とともに、保護者に対しても活動内容や趣旨を理解していただくよう努めている。 

事例紹介  －ボランティアガイドの募集方法①／ガイド募集時の工夫－ 

●  鹿児島 県の 石橋 記念 公 園が取 り組 んで いる 「 子ども ガイ ド」 育成 事 業では 、ガ イド を募 集

する段 階に も工 夫を 凝 らして いる 。ボ ラン テ ィアガ イド の活 動に 興 味はあ るも のの 、具 体

的な活 動内 容が 分か ら ない、 ある いは 実際 の 活動を 体験 して から 参 加する かど うか 決め た

いという児童 や保護者 の声があるこ とを踏ま え、「ガイド 体験」の 場 面を用意した 。すでに

活動に 参加 して いる 子 供たち の輪 に加 わる こ とで不 安を 取り 除く と ともに 、保 護者 に対 し

ても活動内容 や趣旨を 理解していた だくよう 努めている。 

［ガイドのたねの記 入 シート］ 

［ガイド講 座 の案 内 チラシ］ 
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2)組織の所在地を決める 

組織の所在地は、窓口の設置とあわせて考える必要がある。特に問い合わせなど対外的

な対応をどのように行うのかによって観光推進団体（観光協会など）や公的機関に設置す

ることが考えられる。一方、任意団体等の場合は組織の責任者の自宅などが考えられるが、

問い合わせなどに支障をきたさないものを選ぶ必要がある。学校行事として行う場合は、

学校が窓口や所在地となる。 

3)組織の目的を明確にする 

児童・生徒によるボランティアガイドでは、何を目的にどのようなものについてガイド

を行うのかという組織の目的を明確にすることで、活動方針も明確になる。組織の目的は

対外的にもＰＲすることが求められるため、ガイド活動の際は、「子供たちがお客様をお

もてなし」、「自分たちの街を説明」などの紹介文とあわせた組織の目的を明示することも

１つの手法といえる。 

さらに、観光客に対するボランティアガイドの効果とあわせて、活動によって生じる児

童・生徒への効果も視野に入れておくことが望まれる。一般的な効果として、「子供の頃

から地域社会へ関心を持つ」や「総合学習の成果を活かす」、「児童・生徒の地域への愛着

心向上を促す」などが挙げられる。 

4)組織の代表者・責任者を決める 

特に、観光推進団体や任意団体においては、児童・生徒によるボランティアガイドの統

率者、地域の観光推進団体などの関係者が、組織の代表者や責任者となる必要がある。代

表者や責任者の役割としては、組織活動の説明やＰＲなど対外的なものから、児童・生徒

に対する指導や組織全体の管理・運営など広範なものが考えられる。 

5)組織の管理運営と定期的な会議開催 

児童・生徒によるボランティアガイドを実施する場合においても、大人のガイド団体と同様に

組織の管理や運営方針を決め、情報共有をはかるための関係者による会議開催ﾎﾘｷ「え？？テレ

ビの裏に何かいたの？」 

になる。このような会議は、実際の活動を効率よく円滑に運営するために必要なもので

あり、定期的に開催することが望ましい。 

 

③ボランティアガイド実施前の留意点 

児童・生徒によるボランティアガイドを実施する場合、実施時期や雨天の場合の対処（屋

外のガイドの場合）、ガイドの集合場所などを事前に決め、準備することで、活動が円滑

に進められるものがある。一般的なものでは、以下のようなものが考えられる。 

1)ガイド実施の時期・スケジュール 

児童・生徒によるボランティアガイドの活動を行う場合、その実施時期の設定が活動の

成否を左右することも考えられる。実施時期の設定では、学校行事や地域活動との重複を

避け、観光客などの来訪者が見込める季節や日時を選ぶ必要がある。一般的には、夏休み



 12

や冬休み、連休などの学校の休暇時期や春、秋の行楽シーズンなどが考えられる。 

ガイドの実施スケジュールは、活動の頻度とも関連するため、ガイドや関係者の人数、

活動内容などを考慮し、無理のない範囲で実施する必要がある。 

 

事例紹介  －ガイド実施の時期・スケジュール／学校行事の影響がない取り組み方法－ 

●  多くのモデル 地域では 、ボランティア ガイドの 活動や講習会 のスケジ ュールを計画 する際、

地域の 学校 と協 議を 行 うなど して 、学 校行 事 のない 時期 や曜 日を 組 み合わ せな がら 事業 を

進めて いた が、 岐阜 県 の多治 見観 光ボ ラン テ ィアガ イド およ び多 治 見ボー イス カウ ト協 議

会の取 り組 みで は、 ボ ランテ ィア ガイ ドを ボ ーイス カウ トの 活動 と 組み合 わせ て実 施し て

おり、学校行 事の影響 を受けない環 境下での ボランティア ガイド事 業が実施され た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、ボーイ スカウト の活動である ため、怪 我の対処など は既に身 についており 、ボラン テ

ィアガイドの 取り組み の中での大人 のフォロ ーは最低限に 抑えて実 施した。 

 

2)雨天時の代替ガイドや中止 

公園や街なかなど屋外で活動を行う場合、天候による活動の変更や中止について考慮す

る必要がある。例えば、展示や案内のための施設がある場合は、雨天時には、その建物内

でのボランティアガイド活動が考えられるが、そのような施設が無い場合は、雨天時の活

動の中止とその連絡方法を事前に決めておく必要がある。 

[観 光 ボランティアガイドによる講 習 会 ] [観 光 ボランティアガイドによる勉 強 会 ] 

[現 役 のラジオアナウンサーによる 

話 し方 講 座 を開 催 ] 

[大 人 のガイド資 料 を参 考 に自 分 たちの 

資 料 を作 成 ] 
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3)ガイドの待機場所 

定期的にボランティアガイドによる案内が行われている場合は特に、ガイドの待機場所

を設けることで、お客様への迅速な対応が可能になる。待機場所を設置するその他のメリ

ットは、ボランティアガイドの活動のＰＲやガイドの希望者の確保につながるなどが考え

られる。 

4)制服やバッヂなど 

ボランティアガイドであることが一目で分かる制服やバッヂなどを設けることで、お客

様がガイドを識別しやすくなり、ガイド側も自覚や意識などが高まることが期待できる。

また、ガイドが案内を行う際、他のお客様へのＰＲ効果もあることから、制服やバッヂな

どの準備を心がけたい。 

一般的に採用されている制服には、ジャンパーやＴシャツなどが多いが、帽子や腕章、

首から下げる身分証明書なども考えられる。 

 

事例紹介  －ボランティアガイドの制服やバッヂなど－ 

●  それぞ れの モデ ル地 域 では、 児童 ・生 徒が ボ ランテ ィア ガイ ドを 行 う際、 身に つけ るも の

を決めている 地域が複 数見られた。 ここでは 、その典型的 な例を紹 介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ガイド任 命 とともに手 渡 されるガイド証 ] 

山 の楽 校 ボランティアガイド(青 森 県 ) 

[ガイドは、お揃 いの帽 子 を着 用 ] 

石 橋 記 念 公 園 (鹿 児 島 県 ) 

[学 校 名 入 りのバッグに資 料 を入 れて配 布 ] 

江 戸 日 本 橋 観 光 めぐり事 務 局 (東 京 都 ) 

[ガイドは、お揃 いの帽 子 とＴシャツを着 用 ] 

しまっ子 ガイド(三 重 県 ） 
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3-2 ガイド実施のための学習 

児童・生徒によるボランティアガイドで観光客に満足してもらうためには、案内する施設

や地域、その他の対象について、正確な知識を身に付け、ガイドを行うことが必要になる。 

あわせて、観光客に対する挨拶や言葉遣い、話し方などボランティアガイドに求められる

技術的なスキルについても学ぶ必要がある。ここでは、児童・生徒がガイドを行う際の知識

から技術まで、具体的な学習のポイントについて説明する。 

 

①お客様のお出迎えと挨拶・身だしなみ 

お客様をガイドする場合、最も重要なものが「挨拶」といえる。お出迎え時の挨拶で、

最初の印象が決まるので、一般的には、以下の各点に留意することが必要とされている。 

1)集合時間 

お客様を待たせることは厳禁。集合時間の１０～１５分前に集まり、お客様を待つこと

を心がける。一方で、不必要に早い時間（１時間前など）から待機すべきではない。 

2)お出迎えの挨拶 

お出迎えの挨拶はお客様の来訪を歓迎する気持ちをもって、「こんにちは」、「失礼です

が」などの声がけの後、「＊＊さんですか？」、「＊＊＊＊（団体名）の方ですか？」など、

お客様であることの確認を行う。さらに、「＊＊＊小学校のボランティアガイドです」、「＊

＊＊(地名や施設名)へ、ようこそ。今日はよろしくお願いします」など、自分たちの団体

名を名乗りながら挨拶をする。 

また、お客様からの問いかけには、無言やあいまいな態度をせず、「はい」という返事

をするように心がける。 

3)身だしなみ 

挨拶と同じく身だしなみもお客様の印象を左右する要素となる。子供らしい元気な笑顔

と清潔な服装がボランティアガイドを行う児童・生徒に求められる身だしなみである。清

潔な服装では、頭髪や手の爪の汚れや伸び具合なども気をつけておく。あわせて、身だし

なみは、ガイドを行う児童・生徒だけでなく引率者や補助要員としての大人のスタッフも

留意する必要がある。 

4)ガイド前の説明 

ガイドを始める前に、お客様に対し、予定しているコースについて簡単に説明する（ど

のような場所に行くのか、何を見てもらうのか、どのくらいの時間がかかるのか）ことで、

お客様を安心させ、ガイドも時間の感覚を持つことにつながるため、必ず実施すべきであ

る。 

 

②求められる案内の内容 

児童・生徒によるボランティアガイドでは、学校での学習の成果や、ガイドの勉強会の

成果、日ごろ練習しているガイド技術などを発揮し、お客様をご案内することが求められ
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ている。 

これ以外に、地域の状況により内容が異なる場合もあるが、一般的にガイドに求められ

る説明内容について以下に挙げる。 

1)地域の歴史や文化 

それぞれの地域の歴史を物語る場所や建物、昔からの言い伝えなどは、他の地域や都市

から来た人にとって、新鮮で興味深いものになる。ボランティアガイドとして、お客様を

ご案内するコース上にどのようなものがあるのかを調べておき、それをお客様に説明でき

るようにしておくこともガイドを楽しんでもらうポイントになる。 

2)地域の自然環境 

歴史や文化と同じく、地域で親しまれている山や海、河川や湖などの地形は、地域の思

い出として印象付けることができる。また、地域に多い樹木や草花などの植物、鳥や昆虫

などの動物などの日ごろ見慣れた自然環境は、案内の中で季節感を感じさせるものである

ため、お客様に説明できるように、普段から興味を持って調べておくことが必要である。 

3)地域の産業や特産品 

観光を目的にやって来るお客様とって、その地域で生産されている農作物や海産物、特

産品や工芸品は、旅行の楽しみとして興味の対象となる場合が多い。ボランティアガイド

が説明する場合、地域の伝統産業や現在の産業の説明と特産品などを結びつけることで、

お客様の興味の喚起につながることが考えられる。また、昔からある食品や料理なども地

域の生活文化を伝えるものになるため、特に女性客には、説明できるようにしておくこと

が望ましい。 

 

事例紹介  －ガイド実施のための学習／具体的な学習方法－ 

●  石川県の夕日 寺自然体 験実行委員会 では、「 夕 日寺生きもの きっず・レンジャー 」の会員登

録を行 い、 小学 生が ボ ランテ ィア ガイ ドを 実 施した 。夕 日寺 では 、 希少な 生き 物を 守り 育

てる活 動を 平成 １９ 年 度より 実施 して おり 、 その活 動を もと に、 里 山のい きも のや 自然 の

不思議 さ・ おも しろ さ につい て、 児童 が人 に 伝える 技術 、ガ イド や インタ ープ リテ ーシ ョ

ンを体験し、 その大切 さを理解し、 実践する 活動に取り組 んでいる 。 

●  ガイド 内容 の学 習は 、 これま での 活動 に参 加 してき た児 童が リー ダ ーシッ プを とり 、児 童

の話し 合い を活 発に 行 いなが ら実 施し た。 活 動の前 半で 自ら が自 然 体験活 動を 行う 機会 を

設け、 後半 で児 童自 ら が企画 する こと を促 す ことで 、児 童の 自主 性 を重視 した 指導 方法 が

とられている 。 

●  全体テ ーマ を「 里山 」 と設定 し、 ガイ ドを 行 うため の必 要な 知識 は 図書室 、イ ンタ ーネ ッ

トを利 用し 各自 が学 ぶ 機会を つく るよ うに 促 した。 あわ せて 、里 山 につい て詳 しい 知識 を

持った 講師 が１ 回１ ５ 分程度 の集 中講 義を ４ 回実施 した 。こ の取 り 組みの 特徴 的な 点は 、

主に屋 外で の自 然体 験 活動の ガイ ドと なる た め、ま ずガ イド を行 う 児童自 身の 安全 に気 を

つける よう 指導 した こ とであ る。 積雪 もあ る 地域で の冬 の活 動の た め、天 候に 左右 され る
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ことが 必至 であ り、 緊 急時の 対応 マニ ュア ル も作成 して いる 。ま た 、荒天 時の プロ グラ ム

を準備 し、 現地 の下 見 を最低 ２回 実施 する な ど下準 備を 入念 に行 う ことも 屋外 での ボラ ン

ティアガイド を実施す る上では要点 となる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[室 内 での活 動 打 合 せの様 子 ] [屋 外 でのガイドツアーの様 子 ] 

[６年 生 向 けに作 られた配 布 資 料 ] 
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③説明方法や話し方の技術 

児童・生徒がボランティアガイドを行う際にも、基本的な説明の順序や話し方など、ガ

イドの技術を身に付けることが必要になる。ガイドを行う際の説明方法や話し方について

一般的なものを以下に挙げる。 

1)説明方法 

ガイドを行う場合、お客様に対し、分かりやすく正確な説明をすることが必要になる。

はじめに何について説明するのかを伝え、次に説明するものの細部について話を進めるこ

とで、お客様が全容から細部について理解することが容易になる。説明の合間には、お客

様からの質問を受けることも、正しい理解につながるため、可能なかぎり試みることが望

ましい。 

2)話し方の留意点 

ガイドの話し方に決まったものはないといわれるが、お客様の年齢や性別にあわせた話

し方、正確に情報を伝える話し方、興味を持たせる話し方など気をつけるべきポイントが

いくつかある。 

話ことばの説明が長くなるとお客様に主旨が伝わりづらくなるため、手短に話すことを

心がける。一般的な目安では、５秒程度で１つの文を話すことが良いとされている。 

難しい言葉を使う必要はなく、分かりやすい言葉とはっきりとした口調で話す。 

説明したいものが沢山ある場所などでは、一度に色々な説明をせず、１つ１つ丁寧に説

明することで、お客様に正確な情報を伝えることができる。 

3)身振り手振りの表現 

必要に応じて、「このくらいの大きさの～」、「こんなに小さな～」といった言葉とあわ

せた身振り手振りなどを入れることで、説明の表現が豊かになる。実感を込めて大きさな

どを伝えたい時に考えられる説明方法の１つといえる。 

4)気をつけたい動作 

お客様にガイドを行う時の話し方は、普段の話し方と違うため、動作で気をつけたいも

のがある。 

お客様に対して、正面か斜めに向き合い、背中を向けることのないように説明する。 

お客様は複数の場合が多いため、３ｍくらい前の人に話しかけるように心がけると、声

の大きさや高さが分かりやすいものになる。 

ガイドをする時は、顔を上げて、お客様全員の顔を見るようにしながら話すことを心が

ける。 

5)ガイドを行う時間の長さ 

あまり長時間のガイドは、お客様の負担になることがあるため、コースを考える時から

３０分～１時間程度の時間で案内ができる範囲や内容を決めておく。 
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④お客様のお見送りと挨拶・お礼状の送付 

ボランティアガイドでお客様をご案内した後、お客様が帰られるまでの間の短い時間を

使い、地域やコース、ガイドの感想を聞くことも、効果的なガイドを行うために必要であ

る。 

1)お見送りと挨拶 

お客様が帰られる際には、「ありがとうございました」、「またいらしてください。お待

ちしています」など、参加したボランティアガイド全員で、お見送りとあわせた挨拶を行

うことを心がけたい。お客様が見えなくなるまで、お見送りすることも忘れてはならない

ポイントといえる。 

2)お礼状の送付 

ボランティアガイドを利用されたお客様宛てに、お礼状を送付することも地域を印象付

けるために有効な手段となる。お礼状を送付するタイミングは、お客様が家に帰られた頃

に、ガイドの案内でまわった地域や施設を思い出す葉書や写真が届くように送ることが望

ましい。 

送付する葉書は豪華なものではなく、児童・生徒による手描きのものを送ることなども

好まれる。 

 

事例紹介  －お礼状の送付－ 

●  新潟県 の佐 渡市 立小 木 中学校 では 、児 童・ 生 徒がお 客様 あて のお 礼 状の文 面な どを 考え る

際、参考にな る資料を 配布している 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[お礼 状 の葉 書 の文 面 案 ] 
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⑤指導方法の種類 

児童・生徒によるボランティアガイドでは、参加者や地域の状況によって、指導方法を

変えることも必要になる。一般的に考えられる指導方法について要点を示す。実際に指導

を行う場合は、ここで示す要点とあわせて、状況に応じた指導方法の検討が望まれる。 

1)年齢別指導方法 

ボランティアガイドを行う児童・生徒が複数の学年にわたることや、小学校と中学校で

の合同実施などが考えられるため、年齢に応じた指導方法の検討が必要になる。その際、

小学生と中学生（低学年と高学年）で説明内容を分けることや、小学生と中学生（低学年

と高学年）を組み合わせたグループを作り、その中で役割を分担しながら説明を行うこと

なども有効といえる。 

一方、指導者が留意すべき点としては、学年や年齢別に理解度を確認し、分かりやすい

言葉を選ぶなどの配慮が必要になる。 

2)実施環境別指導方法 

児童・生徒がボランティアガイドを行う環境は、公園や観光施設内に限定されているも

のから自然環境や街なかで案内を行うものなど多岐に渡っている。ガイドの実施環境の違

いを考慮した指導も必要である。特に、自然環境や街なかなどの屋外でボランティアガイ

ドを実施する場合、ガイドの内容や技術だけでなく、安全管理に関する指導もあわせて行

う必要がある。 

公園や広場のような屋外では、あらかじめガイドが動く範囲を決めておくことで、怪我

や事故とともに危険箇所への侵入も防ぐことが可能になる。 

街なかでは、交通事故や他の歩行者の邪魔にならないようなガイド方法とお客様の誘導

にも配慮することが必要になる。 

観光施設や展示施設など屋内のガイドについても、あらかじめガイドで使うルートや順

路を決め、効率よく安全に案内することが望まれる。 

 

事例紹介  －モデル地域のガイド指導方法①／ガイド内容の学習－ 

●  鹿児島 県の 石橋 記念 公 園の「 子ど もガ イド 」 育成事 業で は、 毎月 、 第二土 曜日 に職 員が 行

うガイ ド基 礎勉 強会 の ほか、 地域 主催 の歴 史 ウォー クや 、体 験活 動 への参 加を 積極 的に 行

ってい るほ か、 子ど も たちの 興味 を引 き付 け 、楽し みな がら ゲー ム 感覚で 「歴 史の 学習 」

に導くよう指 導計画を 行っている。 具体的な 指導内容は、 以下のよ うなものがあ る。 

・シティビューを使って歴史探検 

・頴娃まるごと体験ツアー(シーカヤック体験・タツノオトシゴ養殖見学など) 

・石橋記念公園の石橋はどこに架けられていたの？甲突川「五石橋めぐり」 

・上町維新まちづくりプロジェクト主催「上町歴史探訪“いにしえプロジェクト”」 

・皆既日食“西田橋の上で皆既日食を観測しよう” 

・かごしまマニアック歴史クイズ大会 

・「○○橋のここがすごい！チーム対抗！プレゼン対決」 

・ガイド！レベルＵＰクイズ 
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・地図上探検 

●  ガイド デビ ュー 前に は 、基礎 勉強 会を 行い 、 最終日 に実 施す るテ ス トに合 格し た児 童・ 生

徒がガ イド とし てデ ビ ューし てい る。 ガイ ド デビュ ー後 も勉 強会 や ガイド 日に あわ せ半 年

に 1 回程度、全員 でガ イド方法につ いての「 意見交換 」を実施し て いる。ボ ランティア ガ

イドの 実践 が児 童・ 生 徒の経 験、 成長 につ な がるた め、 関係 者は 多 くのお 客様 をガ イド で

きるよう、広 報や環境 づくりに努め ている。  

●  石橋記 念公 園で は、 小 中学生 がボ ラン ティ ア ガイド を行 って いる が 指導方 法を 年齢 別に 変

えるこ とは して いな い 。わか らな い事 は、 年 長者が 教え たり 、児 童 ・生徒 が各 自で 調べ る

事を基本とし ており、 それぞれの力 に合わせ タイミングを みながら 声かけを行っ ている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例紹介  －モデル地域のガイド指導方法②／ガイド方法と専門知識の学習－ 

●  滋 賀 県 湖 北 町 (現 長 浜 市 )の 朝 日 小 学 校 で は 、 湖 北 野 鳥 セ ン タ ー の 専 門 員 か ら 、 ① ガ イ ド と

し て の 心 構 え (来 館 者 へ の 接 し 方 や 質 問 へ の 答 え 方 な ど)、 ② コ ハ ク チ ョ ウ 、 カ イ ツ ブ リ 、

オオヒ シク イ、 オオ ワ シなど 代表 的な 鳥の 特 徴を学 習し た。 また 、 双眼鏡 で鳥 を見 てい る

人や鳥 図鑑 を見 てい る 人、鳥 の掲 示物 を見 て いる人 、ガ イド を頼 ん できた 人な どを 想定 し

て、説明や話 し方の練 習を行いボラ ンティア ガイドに臨ん だ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[クイズを利 用 したガイドの実 施 風 景 ] [子 どもガイドクイズの一 例 ] 

[ガイド方 法 と野 鳥 についての学 習 ] [お客 様 の状 況 を想 定 した説 明 の練 習 ] 
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3-3 ガイドのための資料づくり 

児童・生徒によるボランティアガイドがお客様をご案内するときに、説明を適切に補助す

る資料の準備が必要になる。資料はボランティアガイドを行う環境や人数、対象物の種類に

よっても作り方や材料が異なるため、それぞれの地域の状況に応じたものを作成することが

望まれる。 

ここでは、ボランティアガイドが用いることで、観光客への案内に効果的な資料づくりに

ついて説明する。 

 

①ガイドが持つ資料 

児童・生徒がボランティアガイドを行う時に使用する資料は、分かりやすさ、使いやす

さ、説明のしやすさなどとあわせて、持ち運びやすいものであることも要点になる。 

屋外で用いる資料は、汚れや雨水などに強い材質を選び作成することが望ましい。 

また、作成する資料の種類としては、地域や施設全体を説明するマップ形式のものや部

分的な場所や施設、樹木などを説明するパンフレットやチラシ大のもの、詳細なものや一

定の部分を拡大して見せるための葉書や写真サイズのものなど、説明対象と大きさが広範

にわたることが予想される。 

さらに、新聞や雑誌などに取り上げられたものは、記事の切抜きなどを見せるために、

資料の裏打ちやラミネートフィルム補強（パウチ）なども考えられる。資料作成とあわせ

て、指示棒を準備することも効率の良い説明には有効である。 

このような状況を踏まえ、一般的な資料の種類と考えられる材料の組み合わせを以下に

挙げる。 

1)広がりのある範囲を説明するマップ類 

比較的大きなものが必要になるが、屋外などで使用する場合は、大きすぎるものは扱い

が困難になってしまうため、最大でも新聞紙片面～Ａ２程度とすることが望ましい。折り

たたんで持ち運ぶことが想定されるため、強度や耐久性のあるコート紙などの素材を使う

ことも検討すべき。 

2)単独の対象を説明するパンフレットやチラシ類 

紙の大きさとしては、Ａ３～Ａ４あるいは、Ｂ４～Ｂ５サイズが中心となる。いずれも

持って説明することが想定されるため、汚れたり濡れたりする可能性のある場所では、１

枚ずつラミネートフィルム補強を行うことが望ましい。また、一度に複数の資料を見せな

がら説明する場合は、クリアファイルに入れた資料の頁をめくりながら説明することなど

が一般的である。 

3)詳細なものや拡大部分を見せるカード類 

ある対象物の詳細や拡大部分を見せる場合には、写真や葉書などカード状の資料を見せ

ながら説明することが想定される。その際には、資料の保護を兼ねたビニールフィルムの

袋に入れることやラミネートフィルム補強などが考えられる。 
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4)フリップおよびボード類 

施設内の展示物や個別の場所、建物などについて、順を追った説明を行う場合などは、

説明内容を記載したボード類を使うことが考えられる。使用する材料は一般的なイラスト

ボードなどが考えられ、紙芝居形式の構成などを取り入れることも効果的である。 

 

事例紹介  －ガイドのための資料づくり①－ 

●  北海道のてし かがえこ まち推進協議 会では、子 ども達が、「弟子 屈町な らではの歴史 や文化、

ふるさ との 素晴 らし さ 」など を地 域と のふ れ あいや 体験 活動 から 実 感・体 感し 、お 客様 を

ガ イ ド す る こ と で 、 主 観 と 客 観 の 両 方 の 視 点 か ら 地 域 の 素 晴 ら し さ を 学 び 、「 地 域 へ の 愛

着・誇 り」 を醸 成す る ことを 目的 に取 り組 み を行っ た。 ボラ ンテ ィ アガイ ドは 、ク リア フ

ァイル を使 い、 お客 様 に見や すい よう 紙芝 居 風にま とめ た説 明資 料 を作成 して いる 。ガ イ

ドの持 つ資 料は 、ク リ アファ イル にガ イド 内 容に合 わせ た写 真・ イ ラスト を用 意し 、振 り

返りや ガイ ド中 の台 本 として 野帳 （フ ィー ド ノート ）を 使用 、ノ ー トには 写真 も貼 りつ け

て分かりやす くまとめ たものを作成 した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[クリアファイルの説 明 資 料 を使 ったガイドによる案 内 ] 

[写 真 を多 く取 り入 れ当 日 のガイドの流 れをまとめた資 料 ] 
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②お客様に渡す資料 

ボランティアガイドを利用したお客様に資料を渡すことは、地域や施設をより強く印象

付けるための有効な手段といえる。資料の種類としては、施設で配布される印刷物などよ

りも児童・生徒が作成した絵葉書やカード類などが喜ばれるが、落ち葉や木の実などその

時期に各地域で収穫できるものを説明書きとともに渡すなど、安価で特徴的な資料配布も

考えられる。 

 

事例紹介  －ガイドのための資料づくり①－ 

●  新潟県佐渡市 の小木中 学校では、「お客様 への 説明用」と「ガ イド用 マニュアル 」に分け て

資料を 作成 して おり 、 その中 には 、完 成度 の 高いも のも 多数 見ら れ た。い ずれ の資 料も 図

や写真を多用 するなど 、分かりやす いものに なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[生 徒 が作 成 したパンフレットの例 ] 

[ガイド用 マニュアルとして作 成 した資 料 ] 
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事例紹介  －ガイドのための資料づくり②－ 

●  滋賀県湖北町（ 現長浜 市）の琵琶湖畔 にある 野鳥観察施設 のボラン ティアガイド 活動では 、

カラーで分か りやすい 観光客向け配 布資料と ガイドの説明 用資料が 作成されてい る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例紹介  －ガイドのための資料づくり③－ 

●  長野県 原村 のは らこ ど も教室 「わ ＷＡ ○」 で は、ボ ラン ティ アガ イ ドの学 習を する 中で 、

児童・ 生徒 が自 分た ち の地域 の好 きな 場所 を 見つけ 、そ の場 所を 観 光客へ 紹介 する こと を

試みた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    [児 童 ・生 徒 の絵 や写 真 を使 い配 布 資 料 を作 成 ] 

[作 成 したガイド用 説 明 資 料 ] [作 成 したお客 様 への配 布 資 料 ] 
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事例紹介 －ガイドのための資料づくり④－ 

●  北海道 の松 前町 ツー リ ズム推 進協 議会 と松 前 高校の 取り 組み では 、 松前公 園を 訪れ る観 光

客に対 して 、松 前高 校 の委員 会活 動と して ボ ランテ ィア ガイ ドが 行 われて いる 。松 前高 校

の資料 作成 方法 は、 フ ィール ドワ ーク とし て 、松前 公園 の名 所や 風 景など を撮 影し なが ら

地域の 魅力 を再 認識 す るとと もに 、松 前公 園 高台ゾ ーン ガイ ド倶 楽 部の指 導を 受け 、フ ィ

ールド ワー クで 撮影 し た史跡 等を 調べ る地 域 学習を 開催 し、 ガイ ド ツール （教 本） を作 成

している。さらに、松 前ガイド協会 の指導の もと、模擬 ガイド及び ガイデイング を実施し 、

ガイド技術の 習得と向 上が行われて いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ワークショップでの名 所 の写 真 撮 影 ] [パソコンを使 った写 真 の整 理 ] 

[ガイドツール(教 本 )の作 成 ] [ボランティアガイドによる講 話 の開 催 ] 

[完 成 したガイドツール(教 本 )] 
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４．ガイドをする際の注意点 －児童・生徒のガイド時の安全確保 -安全 管 理と注 意 事 項 - 

児童・生徒によるボランティアガイドを実施する際、特に気を付けなければいけないこと

が、児童・生徒の安全の確保である。安全の確保については、ガイドを行う環境によって注

意する内容が異なるが、いずれの環境においても、あらかじめ安全な場所を把握しておくこ

とが求められる。ここでは、児童・生徒の安全の確保について説明する。 

 

4-1 安全な場所の把握 

ボランティアガイドを実施するためには、ガイドを行う環境について詳細な下見を実施

することが必要であり、下見の回数は複数回が望ましい。また、当日のサポートや誘導な

ど直接、現地の活動に関わる大人が目視確認を行うことで危険箇所を把握する。 

下見で危険箇所が見つかった場合は、ガイドのコースと危険箇所の位置関係を明確にし、

安全性の検討もあわせて行うとともに、ガイド時の危険性がある場合は危険箇所をコース

から除外し、安全なコースを確保したうえでボランティアガイドを実施する。 

街なかのボランティアガイドでは、特に交通事故には充分注意する必要がある。さらに、

歩行者の邪魔にならない場所を選んでガイドを行うことも留意すべきである。街なかでの

ガイドを行うポイントの把握を兼ねた現地の下見や時間による交通量の把握なども事前

に行うことが望ましい。街なかでも危険箇所が見つかった場合は、コースから除外し児

童・生徒を危険に近づかせないことを念頭に置き、ガイドコースを検討する。 

 

4-2 お客様とのトラブル防止 

児童・生徒によるボランティアガイドでは、観光客、ガイドを行う児童・生徒ともに楽

しく、充実した時間を過ごすことが望ましく、活動に関わる大人が中心となり、トラブル

が起きにくい活動環境づくりを行うことが求められる。 

児童・生徒のボランティアガイド実施時には、大人の引率者やサポートが付き、万が一、

観光客とのトラブルが生じた場合は、周囲にいる大人が必ず対応するものとする。 

ガイドを実施する前に、怪我や交通事故、迷子などを含め、想定される問題が発生した

場合の連絡体制や緊急マニュアルを決め、周知しておくことは、どのようなボランティア

ガイドの実施においても欠かすべきではない。 

 

4-3 大人によるフォロー体制 

前述したお客様とのトラブル以外でも、児童・生徒がボランティアガイドを行う場合、

様々な場面において大人のフォローが必要になることが想定される。このため、ボランテ

ィアガイドを実施する場合、スタッフとして参加できる充分な人数の関係者の確保を行い、

児童・生徒には、必ず大人が付き添う体制をとることが求められる。 

ボランティアガイドの活動に関わる大人の具体的なフォローには、児童・生徒のガイド

活動に付き添う以外に、会場の準備や設営と撤収、当日の連絡調整や手配などの作業も発
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生するため、そのような作業量を見越した人員確保や配置を考慮しておく。 

万が一、事故や怪我などのトラブルが発生してしまった場合は、児童・生徒の保護者へ

の連絡や対応、関係者による事後処置などが必要になり、活動そのものができなくなって

しまう可能性も大きい。児童・生徒の安全確保はボランティアガイドを行ううえで、最大

の留意点といえる。 

 

事例紹介  －安全の確保①－ 

●  愛知県 南知 多町 では 、 篠島ボ ラン ティ アガ イ ド（お かみ 会） の協 力 により 、児 童・ 生徒 が

ボラン ティ アガ イド の 案内方 法の 学習 や練 習 行った 。ま た、 地元 で ある南 知多 町内 の観 光

施設の ガイ ドを 南知 多 観光ボ ラン ティ アガ イ ドに依 頼し 、実 際に 体 験する など 地域 の関 係

者によ る協 力体 制に よ ってボ ラン ティ アガ イ ドの活 動が 行わ れて い る。実 際の ガイ ド時 に

もおかみ会な どの大人 が付き添う形 で活動が 進められた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例紹介  －安全の確保②－ 

●  北海道 の松 前町 では 、 高校生 の委 員会 活動 と してボ ラン ティ アガ イ ドに取 り組 んで いる 。

実施の 際は 、観 光ガ イ ド事業 者１ 名と 生徒 ２ 名がパ ート ナー を組 み 、事前 の防 止策 をと っ

ている ほか 、観 光案 内 所が窓 口に なり 、お 客 様の要 望に 応じ て生 徒 を派遣 する 体制 をと っ

ている。ト ラブルが あっ た場合は観光 案内所が 責任を持って 対応にあ たることとし ている 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[地 元 のガイド団 体 やおかみ会 などの協 力 による活 動 の実 施 ] 

[団 体 客 へのガイドの実 施 風 景 ] 




